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プラジオグラフ（ＰＬＡＧＩＯＧＲＡＰＨ） 

を使って、図形の移動について考えてみよう 



プラジオグラフで回転移動した図形が描けるのはなぜか 
＜準備＞ 

。 
 
 
 
 

 
 
 
 
＜仮定＞ OC=AB=AP=PB 

     AO=BC=BQ=CQ 
＜証明＞ 
①四角形 AOBCは平行四辺形を導く。 
仮定より              ので、 
四角形 AOBCは平行四辺形。 

 
②△AOP≡△CQOから OP=OQを導く。 
 
 
 

 
③四角形 AOBCが平行四辺形から∠AOC+∠BCO＝１８０°を導く。 
 
 
④②から∠POQが一定（この場合は 60 度であること）を導く。 

 
 
 
 
 

 
＜結論＞ 
 よって∠POQが一定であることと、OP=OQが証明され、プラジオグラフが
回転移動する図形を描く道具であることが証明された。 

回転移動とは・・・ 
  

何を証明すればいいのか 
  

 



◎ちょっと考えてみよう 
 
右のように、すべて辺の長さが 
等しいプラジオグラフを考える。 

さて、この道具で同じ図形をなぞったら 
どんな図形が描かれるだろうか？ 
 
① 全く同じ図形が描かれる。 
② ABの長さが短いので、回転 

の角度が小さな図形が描かれる。 
③ ABの長さが短いので、元の図形 
より小さい図形が描かれる。 
 ④ まったく異なる道具となる。 
 ⑤ その他（              ） 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 



◎振り返り 
１．今日の授業で最も自分にとって大事なところはどこでしだか。 
 
 

 
 
 
 
２．証明の流れについて理解できましたか。また、どのあたりが一番難しいと感

じましたか。 
理解できた・ 理解できなかった 

 
  困難を感じたところ・・・ 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
３．授業の感想を自由に書いてください。 
 
 

 
 
 
 
 

 
 


